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硫
  

黄

　

今
後
依
頼
し
て
い
き
た
い
。

②　

山
新
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

　

デ
ィ
ン
グ
へ
の
申
込
み
〜

　

百
万
円
を
目
標
に
正
式
に

　

申
請
し
た
。
現
在
審
査
を

　

受
け
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

③　

東
北
労
金
へ
の
借
入
申

　

し
込
み
〜
目
標
額
１
千
２

　

百
万
に
対
し
、
現
在
７
百

　

万
の
資
金
不
足
に
あ
り
、
つ

　

な
ぎ
融
資
を
申
請
し
た
い
。

④　

小
松
設
計
、
鈴
建
㈲
と

　

の
契
約
〜
３
月
22
日
、
両

　

社
と
正
式
に
資
料
館
建
設

　

の
契
約
を
取
り
交
わ
し
た
。

⑤　

機
関
紙
の
寄
贈
に
つ
い

　

て
〜
髙
橋
理
事
が
中
心
と

　

な
り
、
上
山
市
図
書
館
に

　

機
関
紙「
蔵
王
通
信
・
硫
黄
」

　
（
No
１
〜
No
９
）
及
び
閉
山

　

50
年
記
念
写
真
集
「
硫
黄
」

　

を
寄
贈
し
た
が
、
５
月
７

　

日
図
書
館
長
か
ら
「
正
式

　

に
受
理
し
た
」
旨
の
通
知

　

が
届
い
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、①
山
神
社

祭
神
事
②
地
鎮
祭
神
事
③
祝

賀
会
進
行
要
領
の
協
議
が
あ
っ

た
の
ち
、
川
口
理
事
長
よ
り
人

事
案
件
と
し
て
、「
当
法
人
の

　

令
和
元
年
５
月
15
日
（
水
）、
蔵
王
猿

倉
は
、
前
日
ま
で
の
雨
が
嘘
の
よ
う
に

上
が
り
、
新
緑
が
燃
え
る
佳
き
日
と
な

り
ま
し
た
。
同
日
、
N
P
O
法
人
蔵
王
鉱

山
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
会
が
建
設
を
計

画
し
て
い
る
「
蔵
王
鉱
山
歴
史
資
料
館
」

地
鎮
祭
が
元
中
川
第
二
小
学
校
跡
地
に

お
い
て
、
ご
来
賓
、
会
員
等
30
名
を
迎

え
て
、
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
10
時
よ
り
山
神
社
に

お
い
て
祭
礼
神
事
が
執
り
行
わ
れ
、
祭

礼
終
了
後
、
参
列
者
は
、「
資
料
館
」
建

設
予
定
地
の
同
小
学
校
跡
地
に
移
動
し
、

地
鎮
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
地

鎮
祭
は
、
佐
藤
竹
志
副
理
事
長
の

開
会
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
羽
賀

宮
司
に
よ
る
「
修
祓
の
儀
」
等
の
神

事
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
あ
と
、

川
口
兼
次
理
事
長
、
小
松
設
計
事

務
所
、
㈲
鈴
建
両
代
表
に
よ
る
「
地

鎮
の
儀
」。
続
い
て
日
東
金
属
鉱
山

㈱
本
社
代
表
・
間
山　

昭
氏
、
上

山
市
商
工
会
会
長
・
伊
藤
政
志
氏
、

中
川
地
区
会
長
会
会
長
・
篠
原
政

志
氏
等
に
よ
る
「
玉
串
拝
礼
」
が

行
わ
れ
、
最
後
に
、
施
工
主
で
あ

る
川
口
理
事
長
に
よ
っ
て
、「
撤
饌
の
儀
」

等
を
行
い
、
神
事
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
「
資
料
館
」
は
、
教
室
棟
と
体
育
館
棟

か
ら
な
る
施
設
で
す
が
、
体
育
館
棟
を

先
行
し
て
建
設
し
、
教
室
棟
は
、
２
期

工
事
と
し
て
行
い
ま
す
。
こ
の
程
、
建

設
に
着
手
し
た
体
育
館
棟
は
、
夏
休
み

頃
に
上
棟
式
を
行
い
、
９
月
末
ま
で
に

完
成
予
定
で
す
。

　

神
事
終
了
後
、
川
口
理
事
長
よ
り
、

ご
来
賓
等
参
列
者
へ
の
謝
意
と
今
後
の

活
動
に
対
す
る
決
意
表
明
が
な
さ
れ
た

あ
と
、
ご
来
賓
の
伊
藤
政
志
商
工
会
会

長
よ
り
、
祝
意
と
活
動
へ
励
ま
し
の
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。

～
N
P
O
法
人
役
員
会
で
人
事
案
件
を
承
認
～

川
口 

豊 

専
務
理
事
が
辞
任
。

　
　
　 

 

後
任
に
髙
橋
正
之
理
事
が
就
任

東
京
都　
　

鈴
木　

義
雄
様

東
京
都　
　

鈴
木　

義
雄
様

上
山
市　
　

中
川　

一
郎
様

　

地
鎮
祭
に
続
き
、
蔵
王
猿
倉

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
祝
賀

会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
に

は
、
ご
来
賓
・
中
川
地
区
会
長
会

会
長
・
篠
原
政
志
様
よ
り
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
永
野
地
区
会

長
・
佐
藤
吉
光
様
、（
一
社
）
上

山
市
観
光
物
産
協
会
・
会
長
代

理
・
佐
藤
衣
利
子
様
か
ら
は
ご

参
列
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
上
山
市
長
・
横
戸
長
兵
衛
様
、

県
会
議
員
・
遠
藤
寛
明
様
、
永
松

の
会
会
長
・
熊
谷
勝
保
様
よ
り

祝
電
等
が
あ
り
、
ご
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
祝
賀
会
に
お
い
て
、
法

人
の
こ
の
１
年
間
の
取
組
み
状

況
が
次
の
と
お
り
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

①
　
蔵
王
猿
倉
イ
ベ
ン
ト
パ
ー

　
ク
の
環
境
整
備
と
利
用
状
況

　
　

上
山
市
か
ら
指
定
管
理
者

　

と
し
て
指
定
を
受
け
た
イ
ベ

　

ン
ト
パ
ー
ク
の
管
理
は
、
こ
の
１

　

年
、法
人
の
役
員
、猿
倉
レ
ス

　

ト
ハ
ウ
ス
、
エ
コ
ー
山
荘
の
協

　

力
を
得
て
、
イ
ベ
ン
ト
パ
ー
ク

　

全
域
の
草
刈
り
等
を
行
っ
た

　

ほ
か
、
㈲
山
川
造
園
土
木
さ

　

ん
が
管
理
す
る
サ
ッ
カ
ー
コ

　

ー
ト
の
充
実
等
に
も
従
事
し

　

た
。
こ
の
結
果
、
延
べ
40
日
、

　

２
百
22
時
間
、
利
用
料
金
35

　

万
円
余
、
利
用
人
数
、
千
７

　

百
95
人
の
利
用
が
あ
り
、
好

　

評
を
博
し
た
。

②
　「
七
曲
り
」
山
道
の
整
備

　
に
つ
い
て

　
　

猿
倉
居
住
者
が
通
勤
等
に
、

　

中
川
第
二
小
学
校
の
小
学
生

　

が
通
学
に
利
用
し
た
「
七
曲

　

り
」
山
道
は
、
昨
年
11
月
17

　

日
、
役
員
に
よ
っ
て
整
備

　

が
行
わ
れ
た
（
詳
細
は
、
機

　

関
紙
「
硫
黄
」
平
成
30
年
12
月

　

10
日
付
け
第
10
号
に
掲
載
）。

③
　「
蔵
王
鉱
山
歴
史
資
料
館
」

　
　
建
設
資
金
の
調
達

　
　

関
係
者
へ
の
呼
び
か
け
、

　

中
川
地
区
公
民
館
発
行
の

　
「
公
民
館
だ
よ
り
」
を
通
じ

　

た
募
金
募
集
活
動
、
更
に
は

　

各
団
体
へ
直
接
協
力
依
頼
を

　

行
っ
た
が
、
構
想
段
階
で
は

　

具
体
化
せ
ず
、
一
部
借
入
を

　

も
っ
て
充
当
す
る
状
態
と
な

　

っ
て
い
る
。
山
形
新
聞
の
企

　

画
で
「
山
形
サ
ポ
ー
ト
」
が

　

実
施
し
て
い
る
ク
ラ
ウ
ド
フ

　

ァ
ン
デ
ン
グ
に
正
式
に
申
込

　

み
を
行
い
、
現
在
審
査
を
受

　

け
て
い
る
。

④
　
川
口 

豊
専
務
理
事
の
辞

　
任
。
後
任
に
髙
橋
正
之
理
事

　
の
就
任

　
　
（
経
過
は
、
別
記
事
「
５
月

　

11
日
開
催
役
員
会
に
お
け
る

　

協
議
事
項
」
の
と
お
り
。）

　

令
和
元
年
５
月
１
日
か
ら

31
日
ま
で
の
ご
芳
志
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

会
　  

費

ご 

寄 

付

「蔵王鉱山歴史資料館」建設、地鎮祭を執行
～令和元年9月末の完成を目指す～

感 

謝

川
口
豊
専
務
理
事
が
こ
の
度
上
山

市
議
会
議
員
選
挙
に
当
選
し
た

が
、投
票
日
に
先
立
つ
４
月
10
日
、

専
務
理
事
辞
任
の
申
し
出
が
あ
っ

た
。
公
職
選
挙
法
に
よ
れ
ば
、
市

か
ら
公
的
資
金
の
助
成
を
受
け
て

い
る
団
体
、
個
人
は
、
議
員
と
し

て
の
資
格
に
問
題
が
あ
る
や
に
記

載
さ
れ
て
い
る
。
当
法
人
は
、
蔵

王
猿
倉
イ
ベ
ン
ト
パ
ー
ク
の
指
定

管
理
者
と
し
て
、
年
間
約
65
万
円

の
公
的
資
金
を
受
理
し
て
い
る
の

で
、
今
後
の
活
動
を
考
慮
し
て
辞

任
を
受
理
し
た
。
後
任
に
髙
橋
正

之
理
事
を
選
任
し
た
い
。
定
款
に

則
り
提
案
し
た
い
。」
と
の
提
案

が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
協
議
の
最
後
に
、
法
人

の
会
員
総
会
を
６
月
６
日
に
開

催
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
５
月
11
日
（
土
）、

N
P
O
法
人
蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を

語
り
継
ぐ
会
で
は
、
５
月
15
日
の

山
神
社
祭
、「
蔵
王
鉱
山
歴
史
資

料
館
」
地
鎮
祭
準
備
の
た
め
、
蔵

王
猿
倉
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
役
員
11

名
が
出
席
し
、
役
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、午
前
９
時
に
集
合
し
、

山
神
社
の
雪
囲
い
外
し
と
地
鎮
祭

会
場
の
準
備
作
業
を
行
い
、作
業

終
了
後
、午
前
11
時
よ
り
同
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、役
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、事
務
局
か
ら
以

下
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①　

JR
東
日
本
文
化
事
業
団
の

　

件
〜
建
物
内
の
展
示
に
関
す

　

る
補
助
金
は
、
助
成
が
可
能
で

　

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、

そ
の
十 

ス
キ
ー
場
開
発

蔵
王
鉱
山
は
誰
の
も
の

　

竹
割
さ
ん
と
の
コ
ン
ビ
に

よ
る
営
業
活
動
の
成
果
や
、

ニ
ュ
ー
蔵
王
観
光
東
京
営
業

所
の
村
山
さ
ん
た
ち
の
応
援

で
、
鉱
山
男
の
サ
ー
ビ
ス
も

そ
れ
な
り
に

認
知

さ
れ
、

ニ
ュ
ー
蔵
王
山
荘
の
経
営
は

安
定
期
に
入
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
ス
キ
ー
場
開
発

に
つ
い
て
は
常
に
意
見
が
分

か
れ
て
い
た
。

　
「
ス
キ
ー
場
は
公
共
的
性
格

が
あ
る
。故
に
そ
の
開
発
、経

営
は
民
間
が
や
る
べ
き
で
は
な

い
」こ
れ
が
本
社
を
含
め
た
時

の
経
営
者
の
考
え
方
で
あ
っ
た
。

　
「
蔵
王
を
見
て
も
山
交
、
東

部
が
開
発
の
主
体
で
あ
り
、

公
的
開
発
ウ
ン
ヌ
ン
は
逃
げ

の
論
理
」
と
反
発
し
、
ど
う
し

て
も
か
み
合
わ
な
か
っ
た
。

　

蔵
王
で
商
売
を
し
て
い
く
以

上
、ス
キ
ー
場
は
ど
う
し
て
も

必
要
！
私
は
、
こ
の
一
点
だ
け

は
ど
う
し
て
も
妥
協
す
る
訳
に

は
い
か
な
か
っ
た
。
廃
墟
と
化

し
た
鉱
山
跡
地
に
も
う
一
度
灯

り
を
と
も
す
決
意
を
し
た
と
き

と
同
じ
心
境
に
な
っ
た
。

　

18
歳
の
時
か
ら
お
世
話
に

な
っ
た
日
東
金
属
鉱
山
株
式

会
社
を
退
職
し
、
私
の
手
で

開
発
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

　

女
房
を
連
れ
て
猿
倉
山
の

開
発
現
場
に
立
っ
た
。
伐
採
、

造
成
、
完
成
す
れ
ば
立
派
な

ス
キ
ー
場
が
で
き
る
、
そ
ん

な
思
い
が
先
に
立
っ
た
。

　

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
建
築
と
合

わ
せ
て
資
金
不
足
が
頭
か
ら

離
れ
な
か
っ
た
。
金
融
機
関
も

実
績
が
無
い
か
ら
と
い
っ
て

話
に
乗
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。

　

閉
山
時
に
鉱
害
対
策
用
と

し
て
創
立
さ
れ
て
い
た
日
東

商
事
株
式
会
社
へ
の
増
資
を

思
い
切
っ
て
行
っ
た
。
み
ん
な

よ
く
協
力
し
て
く
れ
て
株
主

は
97
名
と
な
り
、
開
発
時
の

資
金
難
を
乗
り
切
っ
た
。

振子沢コース伐採中

ペ
ン
で
結
ぶ
、近
況
だ
よ
り

◇
佐
藤
京
一
か
ら

 

✒

 

長
谷
部
佳
明
君
へ
◇

　

佳
明
君
、
お
便
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
日
の
中
川
第
二
小
学
校

の
ク
ラ
ス
会
は
、
楽
し
か
っ

た
で
す
な
ー
。

　

二
人
の
卒
業
し
た
中
二
小
・

中
川
中
・
上
山
中
・
上
山
高

の
す
べ
て
が
、
廃
校
か
名
称

が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

寂
し
い
限
り
で
す
。

　

私
は
、
土
屋
博
美
君
（
健

一
さ
ん
の
弟
）、佳
明
君
の
弟
・

秀
明
君
と
会
社
は
違
っ
て
い

ま
し
た
が
、
繊
維
業
界
で
原

料
（
糸
）
の
販
売
営
業
を
し

て
い
ま
し
た
。
３
人
で
よ
く

酒
を
飲
み
交
わ
し
、
鉱
山
の

話
を
し
た
も
ん
で
す
。

（
若
竹
寮
と
元
山
の
小
学
生
）

　

元
山
の
小
学
生
は
、
１
〜

６
年
生
ま
で
学
校
が
遠
か
っ

た
の
で
、
寮
生
活
を
強
い
ら

れ
ま
し
た
。
朝
６
時
起
床
、

ラ
ジ
オ
体
操
、
掃
除
、
そ
し

て
朝
食
、
通
学
。
学
校
か
ら

帰
る
と
食
堂
で
宿
題
を
終
わ

ら
せ
、
そ
れ
か
ら
遊
び
、
夕

食
後
７
時
か
ら
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
有
り
、
歌
を
歌
っ

た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。
８
時
消

灯
、
こ
ん
な
寮
生
活
で
し
た

が
、
今
は
懐
か
し
い
思
い
出

で
す
。
悪
さ
を
し
て
は
、
よ

く
原
田
正
男
さ
ん
の
お
母
さ

ん
（
寮
母
さ
ん
）
に
叱
ら
れ

ま
し
た
っ
け
。
元
山
の
寮
生

は
、
家
族
・
兄
弟
同
様
で
、

助
け
合
い
な
が
ら
楽
し
く
暮

◇
佐
藤
京
一
か
ら

　

 ✒

 

土
屋
博
美
君
へ
◇

　

中
二
小
・
中
川
中
・
高

校
が
一
緒
で
、
社
会
に
出

て
か
ら
も
仕
事
が
同
業
で

ラ
イ
バ
ル
で
し
た
。

　

小
・
中
・
高
の
思
い
出

や
退
職
後
の
生
活
ぶ
り
を

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

ら
せ
ま
し
た
。

（
閉
山
後
の
我
が
家
の
状
況
）

　

閉
山
後
、
家
族
は
上
山
市

西
山
町
に
転
居
し
ま
し
た
。

蔦
谷
栄
三
先
生
の
近
所
で
す
。

　

父
・
右
京
は
土
木
業
、
母
・

芳
は
、
旅
館
で
の
仕
事
に
就

き
、
姉
・
弘
子
、
妹
・
美
智

子
３
人
を
高
校
ま
で
卒
業
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
感
謝
、

感
謝
で
す
。

　

父
は
、
昭
和
51
年
、
母
は
、

59
年
に
永
眠
し
ま
し
た
。
行

年
62
歳
と
60
歳
で
し
た
。も
っ

と
も
っ
と
長
生
き
し
て
ほ
し

か
っ
た
で
す
。

　

姉
は
大
阪
で
、
妹
は
上
山

市
牧
野
で
元
気
に
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

　

我
が
家
族
は
、
息
子
２
人

と
女
房
殿
の
４
人
暮
ら
し
で

す
。
息
子
は
未
だ
独
身
者（
誰

か
い
ま
せ
ん
か
ね
え
ー
）。皆
、

お
陰
様
で
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
生

活
し
て
い
ま
す
。

（
現
在 

渋
谷
博
美
）



坑内火災の出火、 密閉の経過 （その１）

＜12月24日＞

　15:40～12米坑内で発破を実施した。

　16:00～職員3人が 12米坑内を火廻り巡回したが、 異常が認

　　　　　　　　められなかった。

　＜12月25日＞

　05:30～夜警夫が坑外巡回中、 24 米坑口で異常な臭気 （ＳＯ

　　　　　　　　　２） を感じた。

　06:30～夜警夫は、 宿泊中の職員に連絡した。

　07:30～連絡を受けた職員が A 型マスクを着用し 24 米坑に入

　　　　　　　　坑しようとしたが、 臭気のためできなかった。

　08:30～職員は、 上山市、 会社上司、 猿倉社宅などに状況を

　　　　　　　　連絡。 労働組合本部にドレーカー （酸素マスクをつけた

　　　　　　　　救護隊） 隊の出動を要請した。 更に元山の刈田寮にも

　　　　　　　　ドレーカー隊の出動を連絡した。 （添付写真 【左上】 は、

　　　　　　　　ドレーガー隊の勇姿。）

　09:20～職員がドレーガーで 24 米坑に入坑し見分したところ、

　　　　　　　　坑内見張、 電車車庫、 大工小屋付近が燃焼している

　　　　　　　　ような状況を確認した。

　10:00～職員がドレーガーで 24 米坑に入坑したが、 電車車庫

　　　　　　　　付近より前進できなかった。さらに12米坑に進入したが、

　　　　　　　　ＮＯ19 採付近より前進できなかった。 また付近の落石音

　　　　　　　　を再度聞いた。

　10:30～職員上司が係員に直ちに消火段取りを行うよう指示を

　　　　　　　　する。

　11:00～職員がドレーガーで入坑。 坑内見張付近まで進入。ＮＯ

　　　　　　　　18採が燃焼していることをほぼ確認する。

　11:50～4 人の職員、 鉱夫がドレーガーで入坑。出火場所が 12

　　　　　　　　米坑西1採との判断を下す。 24 米坑ＮＯ18 採斜坑口

（注） 元山の坑内は、 24 米坑をメーン坑道として、 その下方に

12 米坑、 0 米坑があり、 24 米坑の上部には 36 米坑と 48 米

坑があって全体で 5 層構造になっていた。 さらに、 その各坑道か

ら鉱石を採鉱する採掘坑 （切り刃） が多方面に伸びていたようで

ある。 （添付した写真【右下】は、 24米坑口の集合写真である。）

① ０米坑、坑内火薬庫の火薬類を坑外鍛冶場へ搬出すること。

② 24 米坑、 坑口仮密閉、 24 米旧排気口仮密閉及び０米坑

の仮密閉をすること。 以上 2 項目の作業に直ちに着手し作業を

行った結果、①は23:40に、②は01:00に終了するに至り、 当夜

の消火作業を終了した。

（以下、消火作業2日目から密閉までの状況は、次号に掲載させていただきます。）

　　　　　　　　が燃焼中であることを確認。直ちに消火ホースを搬入する。

　12:40～職員 2 人がドレーガーで入坑。 24 米坑ＮＯ18 採入口

　　　　　　　　より消火注水を開始する。

　13:05～職員2 人がドレーガー、 A 型マスクで入坑し 12 米坑に

　　　　　　　　進入し、 NO19採までは行けることを確認する。

　13:15～職員、 注水消火作業中、ＮＯ18 採内の再度の落石を確

　　　　　　　　認する。

　14:00～副所長が製錬場事務所に到着。 元山より模様を聞き、

　　　　　　　　所長に報告する。

　14:45～副所長が本社に報告。

　14:50～職員2人がドレーガーで入坑。 ８米坑を経て12米坑に

　　　　　　　　進み西１採及び 24 米坑の斜道燃焼中を確認。 出坑

　　　　　　　　後、 直ちに同箇所より注水段取りを指示する。

　15:00～仙台主張所に対し、 保安監督部への連絡を依頼する。

　　　　　　　　相内鉱業所へ救護隊の派遣を依頼する。

　16:00～所長から相内、吉野鉱業所に救護隊の派遣を依頼する。

　16:30～副所長が元山に到着し、直ちに「対策本部」を24米坑、

　　　　　　　　坑口見張所に設置する。

　17:15～職員2 人が 24 米坑ＮＯ18 採入口よりの消火を、ＮＯ16

　　　　　　　　採を廻った坑内見張所に移動して行う。

　17:20～８米坑を経て入坑した 12 米坑注水班は、 ドレーガー 1

　　　　　　　　人、Ａ型マスク 2 人の計 3 人を 1班として 2 班を編成。

　　　　　　　　注水消火を開始する。 すなわち24米、 12米両箇所の

　　　　　　　　消火作業となる。

　　19:00～所長が元山に到着する。

　　21:00～火勢及びガスが強く、 注水消火作業の続行が困難と

　　　　　　　　　なり、 坑内火薬類取扱所内の火薬 （ダイナマイト 250

　　　　　　　　　キロ、 雷管 500 ケ） の搬出が不可能と認められること

　　　　　　　　　から、 注水消火作業を全面中止し、 次の事項の実施

　　　　　　　　　にとりかかることを決定する。

「
坑
内
火
災
と
密
閉
の
経
過
」

　
こ
の
５
月
初
め
、
法
人
事
務
局
に
、
鉱
山
職
員
の
ご
遺
族
よ
り
、
鉱
山
が
閉
山
に
追

い
込
ま
れ
た
昭
和
37
年
12
月
発
生
の
「
元
山
坑
内
火
災
」
の
状
況
を
時
系
列
的
に
記
録

し
た
貴
重
な
史
料
の
提
供
を
受
け
ま
し
た
。

―資料館展示物の先行紹介――資料館展示物の先行紹介――資料館展示物の先行紹介―

※

文
章
の
形
式
は
分
か
り
や
す
い
現
代
文
に
修
正
し
、
ま
た
関
係
者
の
固
有
名
詞
は
、
ご
遺
族
や
関
係
者
の

　
意
向
に
配
慮
し
、
非
開
示
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
史
料
は
、「
蔵
王
鉱
山
歴
史
資
料
館
」
に
展
示
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
展
示
に
先
立
ち
、
そ

の
要
旨
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　「歴史資料館」の建設を目前にして、会員や賛助会員から鉱山の暮らしぶりを写した「写真集」や

事業活動の一部を記録した史料の寄贈を受けております。

NPO 法人 蔵王鉱山の歴史を語り継ぐ会 機関紙令和元年 6 月15日

◇
　「
資
料
館
」
建
設
が
構
想

段
階
か
ら
現
実
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
入
り
ま
し
た
。
お

盆
頃
に
は
形
が
見
え
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
今
度
は
、
展
示

プ
ラ
ン
を
具
体
化
す
る
段
階

に
入
り
ま
す
。

◇
　
こ
れ
ま
で
法
人
の
要
と

し
て
尽
力
し
て
き
た
川
口
豊

前
専
務
理
事
が
市
議
会
議
員

選
挙
に
挑
戦
し
初
当
選
し
ま

し
た
。
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
い

ま
す
。

◇
　
新
企
画
「
会
員
通
信
」、

高
齢
の
会
員
に
は
、
投
稿
の
負

担
が
大
き
か
っ
た
か
な
？
と
反

省
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
め
げ

ず
継
続
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◇
　
次
号
は
、
夏
場
に
行
わ

れ
る
上
棟
式
の
写
真
を
入
れ
、

「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

へ
の
協
力
依
頼
の
形
で
「
特
集

号
」
を
出
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　（
髙
橋
記
）

編 

集 

後 

記

◇
歴
史
的
史
料
の
寄
贈　

５
月
初

　

め
、
ご
遺
族
か
ら
元
山
火
災
の

　

状
況
を
ま
と
め
た
社
内
報
告
書
、

　

坑
内
地
図
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し

　

た
。
鉱
山
の
歴
史
的
史
料
で
す
。

　

当
時
坑
内
で
働
い
て
い
た
先
輩

　

達
は
、
大
興
奮
。　
　

 

（
髙
橋
）

◇
索
道
の
歌　

斎
藤
茂
吉
記
念
歌

　

集
（
同
記
念
館
発
行
）
に
「
鉱

　

山
の
硫
黄
を
運
ぶ
鉄
索
を
草
刈

　

し
つ
つ
見
し
日
も
は
る
か
」（
中

　

川
澄
子 

作
）
あ
り
。
在
り
し
日

　

が
偲
ば
れ
ま
す
。　
　
　
　

 （
豊
）

◇「
硫
黄
」が
図
書
館
で
デ
ビ
ュ
ー　

　

本
機
関
紙
と
閉
山
50
周
年
記
念

　

写
真
集
「
硫
黄
」
が
上
山
市
図

　

書
館
「
郷
土
史
料
」
コ
ー
ナ
ー

　

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当

　

法
人
が
図
書
館
で
デ
ビ
ュ
ー
し

　

ま
し
た
。　
　
　
　
　

 

（
髙
橋
）

蔵
王
通
信

　平成１５年に NTT、平成 24 年にそれまで勤めていた NTT

関連の企業を退社し、現在さいた
ま市に在住しています。退職

後は趣味に多くの時間が使えると
思っていましたが、2 ～３年

程前から何故か社会貢献をしたい
との想いも強くなり、孫の面

倒や趣味（ゴルフ、PC 等）の傍
ら、ボランティアに参加して

います。これからの時代を担う子
供のためになることをとの想

いがあり、さいたま市の事業「チャ
レンジスクール」の教室コー

ディネーター兼学習アドバイザー
をしています。入試前の中学

生が相手ですが、教えることの難
しさを感じながらも、大変で

すが子供たちと楽しい時間を過ご
しています。

　両親が他界してから故郷へ顔を
出す機会がめっきり減ってし

まいましたが、３年に一度の同級
会には顔を出すことにしてい

ますので、その時は猿倉に足を運び
故郷の風景を眺めたいと思っ

ています。　　　　　　　　　　　　　　　　さいたま市岩
槻区

　　　　　　　　　　元精錬場　
髙橋季蔵、次男：髙橋輝幸より

会
員
通
信

　山神社祭りおめでとうございます。
　父・清二郎、母・とき、そして養女・カヨと、毎年おたよりを頂きましてありがとうございます。
　私たち家族は、父の実家に近い福島市に帰りました。母は、毎年、春と秋、佐藤マスイさんの所へ日曜日から翌週の日曜日まで８日間ご厄介になり、茶飲み友達と温泉に行くという贅沢をさせて頂いていました。「マスイさんが飛行機で北海道に行ってきたんだど。北海道に行きたい。」と言われ、旅費はばあちゃん持ちで車椅子を押して北海道を案内してきました。95歳の夏でした。　　　　　　　　福島市野田町
　　　　　　　　元製錬場　大竹清二郎、ときの養女・カヨより

中川第二小学校36年度卒業生クラス会（2017年４月23日、「じんや」にて）
　右端から（いずれも旧姓、敬称略）～野崎美佐子、丹野　啓、大原たまき、
佐藤けい子、関　政徳、篠原政志、鈴木則子、柏倉ひさ子、髙橋シゲ子、
川上敏子、佐藤　孝、佐藤敏子、土屋博美、佐藤京一、長谷部佳明。

ペ
ン
で
結
ぶ
近
況
だ
よ
り
に
同
封
し
て

あ
り
ま
し
た
。
中
川
第
二
小
学
校
昭
和

36
年
度
卒
業
生
ク
ラ
ス
会
写
真
で
す
。

＜賛助会員＞
　平成 26 年３月に三菱重工パーキング社を退社後、平成 28 年１月から船の修繕をやる会社に２年半勤務しましたが、昨年７月末で退社しました。
　現在は、水泳、テニス、ゴルフ等で健康維持を図り、各種 OB 会、同期会等の幹事役でコミュニケーションを行い、脳トレの一環として、PC やラジオの講座を見聞きし、時には見学会、観劇等で見聞を広めるようにしています。　３年に一度小学校の同級会を行っており、上山温泉に宿泊し、翌日は猿倉を訪問して昼食をして川口会長にもご挨拶しておりますが、また来年同級会を計画し、資料館を見学させていただこうかと考えております。　　　　　　　　　　　横須賀市小矢部　　　　　　　　　　　元採鉱所長　長井文雄、長男・洋一より

　第 12 号（2）


